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三重のおもてなしバッグ

国内外報道関係者及び各国政府代表団の方へ、県民のおもてなしの心と歓迎の意を表すとともに三重の持つさ

まざまな魅力を伝えるため、三重県及び伊勢志摩の広報資料セット、県内観光施設・文化施設の入場券、事務用

品やお菓子類など全15品目を組み合わせた「三重のおもてなしバッグ」を編成し、配布した。

【内容】 『三重県及び伊勢志摩の広報資料セット』
　◯ 広報資料セット

『県内観光施設・文化施設の入場券』
　◯ 鈴鹿サーキット［（株）モビリティランド協賛］
　◯ 伊勢・安土桃山文化村［（株）伊勢・安土桃山文化村協賛］
　◯ 鳥羽水族館［（株）鳥羽水族館協賛］
　◯ 伊賀流忍者博物館［（一社）伊賀上野観光協会協賛］
　◯ 三重県総合博物館、斎宮歴史博物館、三重県立美術館［三重県提供］

『地元自治体提供品』
　◯ 海女の魔除け印ハンカチ［鳥羽市提供］

『事務用品等』
　◯ uni‐ball Signo 307 ［三菱鉛筆（株）／第一工業製薬（株）協賛］
　◯ ポストイット強粘着モバイルメモ［スリーエム ジャパン（株）協賛］
　◯ アエルマスク［亀山製絲（株）協賛］
　◯ G2TAMコインおしぼり［（株）ピーキューテクノ協賛］

『飲食物等』
　◯ ベビースターラーメン［（株）おやつカンパニー協賛］
　◯ おにぎりせんべい［（株）マスヤ協賛］
　◯ 〈煎〉レギュラー・コーヒー［味の素ゼネラルフーヅ（株）協賛］

『その他』
　◯ 三重交通バス全線無料乗車証［三重交通（株）協賛］
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贈呈品

各国首脳等に歓迎の意を表し、三重県への訪問を長く記憶に留めていただくため、三重県ゆかりの品をウエル

カムメッセージとともに、外務省を通じて贈呈した。

カップ＆ソーサー カップの裏印ソーサーの裏印

Ｇ７首脳へ贈呈したカップ＆ソーサー（ペア）

【ラッピング】
・ 木箱（三重県産杉材）
・ 飾り紐（伊賀くみひも）
・ 中袋（伊勢木綿）
・ 風呂敷（松阪木綿）
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アウトリーチ首脳へ贈呈した文箱＆ボールペン

文箱（三重県産檜・杉）の組子（輪継ぎ）

【ラッピング】包み紙（伊勢紙）／飾り紐（伊賀くみひも）／風呂敷（伊勢木綿）

ボールペン（真珠付き）
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贈呈品とともに首脳へ贈った知事のウエルカムメッセージ

外面

伊勢形紙文様（三重の四彩）

コアウッドの置時計（米国　オバマ大統領）

民芸品の布地（インドネシア　ジョコ大統領）

銀のトレイ（フランス　オランド大統領）

象の置物（スリランカ　シリセーナ大統領）

サミットに参加した米国、フランス、アウトリーチ国のインドネシア、スリランカの首脳から、三重県知事
に贈呈品が贈られた。

・フレーム（尾鷲ヒノキ（FSC認証材）） 
・メッセージ（伊勢紙）
・写真（上：伊勢神宮、下：賢島）
・伊勢形紙　※文様をレーザー彫刻
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各国首脳等と県民との交流　～「世界との絆づくり」～

伊勢志摩サミット開催中に来県される各国首脳等に県内市町や大学を訪問していただき、姉妹都市関係、大学

間協定をはじめとする歴史、文化、教育、産業等のつながりを踏まえた県民との交流「世界との絆づくり」を実

施した。

フック首相、ベトナム閣僚と鈴木知事ほか（伊勢神宮） ベトナム閣僚の歓迎（松阪市）

伊勢神宮に到着したベトナムのフック首相 鈴木知事の案内で参道を歩くフック首相（伊勢神宮）

ベトナム閣僚の松阪木綿の着物体験（松阪市） 英国首相同行プレスと雅楽部学生との交流（皇學館大学）

石垣副知事の案内で参道を歩く
グリアOECD事務総長（伊勢神宮）

真珠の説明を受ける
ラガルドIMF専務理事（ミキモト真珠島）
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伊勢志摩サミットフォーラム

県民の皆さんとともに、サミットが開催されることの意義や美しい自然、豊かな文化に恵まれた伊勢志摩の魅

力への理解を深め、サミット開催に向けた県民総参加の取組について考えるため、３回の伊勢志摩サミットフォー

ラムを開催した。

② おもてなし

第１回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成27年９月５日　志摩市磯部生涯学習センター）

滝崎成樹氏（外務省大臣官房伊勢志摩サミット・
広島外相会合準備事務局長）の講演

第２回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成28年１月16日　鈴鹿医療科学大学）

中村好明氏（（株）ジャパンインバウンド
ソリューションズ代表取締役社長）の講演

第３回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成28年４月16日　三重県総合文化センター）

平井堅氏と知事とのクロストーク
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おもてなし大作戦

サミット開催にあたって三重県を訪れる方々に歓迎の意を表現するとともに、一人でも多くの県民の皆さんが

来訪者歓迎に関わることにより、サミットに向けた機運醸成や参加意識の向上を図るため、県民参加型の「おも

てなし大作戦」を実施した。

「おもてなし大作戦」は、「クリーンアップ作戦」と「花いっぱい作戦」の２つの取組で構成し、両取組を連携

させて展開することで、おもてなしに向けた県民運動の一体感を醸成するとともに、運動の訴求力と発信力の向

上を図った。

「おもてなし大作戦」キックオフイベント（平成28年２月14日　志摩市阿児ふるさと公園）

志摩市中心部

名張川（名張市） 七里御浜海岸（熊野市）

■ クリーンアップ作戦 ■

各市町や自治会をはじめ、企業、団体等による全県的な「クリーンアップ作戦」の展開を図った。
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近鉄鵜方駅前（志摩市）

津なぎさまち高速船旅客ターミナル（津市）

鳥羽駅周辺（鳥羽市）

県営サンアリーナ周辺（伊勢市）

「花いっぱい作戦」スタートセレモニー（平成28年４月２日　桑名市総合福祉会館）

■ 花いっぱい作戦 ■

各種団体（NPO、ボランティア、サークル等）、個人、学校、市町、自治会、生産者、企業等多様な主体の活動を
「花いっぱい作戦」として集約することで、４月から５月下旬までの開花・飾花をめざして活動を行った。
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カウントダウンボードを活用したPR

サミット開催の周知及び期待感を高めるため、主要駅、県庁、各市町等にサミット開催までの残日数を示すカ

ウントダウンボードを設置した。

ノベルティを活用したPR

多様な対象者や使用場面に応じた各種PRツールを作成し、県内外における節目イベントや各種会議等におい

て配布した。

県庁カウントダウンボード除幕式
（平成27年11月４日）

外務省カウントダウンボード除幕式
（平成28年１月８日）

近鉄名古屋駅に設置されたカウントダウンボード

作成したノベルティ（一部）

【種類】
・ポストカード
  （日本語・英語・フランス語・イタリア語）

・ウェットティッシュ
・クリアファイル（2種類）
・ポチ袋
・手提げ袋（紙製）
・ビニールバッグ
・風船
・ICカードステッカー
・みえックスキャンディ
・伊勢志摩サミットWAON
・ご当地キャラクターシール

イオンモール東員　カウントダウンボード除幕式
（平成27年11月８日）
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2016年ジュニア・サミットin三重　平成28年 4月22日から28日まで

Ｇ７各国から15～18才の若者28名が集まり、「次世代につなぐ地球～環境と持続可能な社会」をメインテーマ

として議論を行い、その結果を、成果文書『桑名ジュニア・コミュニケ』にとりまとめ、安倍総理に提出した。

また、県民会議では、開催期間中、体験・交流行事など、ジュニア・サミット参加者が三重県の魅力に触れる

とともに、三重県の子ども達と交流する行事を企画・実施した。

■ 開会式 ■

■ 討議に資する視察 ■

開会式での記念撮影（桑名市）※１

赤須賀漁業協同組合の視察（桑名市）

四日市公害と環境未来館の視察（四日市市）※１

③ 明日へつなぐ
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■ 体験・交流行事 ■

■ 成果発表 ■ ■ 総理表敬訪問 ■

■ 桑名市交流行事「KUWANA NIGHT」 ■

NTN（株）先端技術研究所の視察（桑名市）※１

御在所岳（菰野町）

桑名石取祭の祭車見学（桑名市）※１

まごの店（多気町）

伊賀流忍者博物館（伊賀市）

成果発表

いつきのみや歴史体験館（明和町）

各国代表による総理表敬訪問※１
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送別レセプションでの記念撮影※２

日本代表による知事表敬訪問

■ 送別レセプション ■

■ 日本代表参加者 ■

P40から42までの写真：※１は2016年ジュニア・サミットin三重事務局提供
※２は桑名市提供　　　　　　　　　　　    　　　
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多様な主体における国際理解・国際交流事業

伊勢志摩サミット開催を契機に、参加国について学ぶ機会を設け、県民の皆さんのサミット開催に向けた機運

やおもてなしの心を醸成するとともに、学校や市町、民間企業・団体等、多様な主体が、国際理解・国際交流を

深めること、特に、次世代を担う子ども達にとって国際的な視野や感覚を身に付けるきっかけとなることを目的

とした事業を実施した。

「国際理解・国際交流プログラム」
（大台町立三瀬谷小学校）

外務省事業「イチからわかる！サミット塾」
（県立上野高等学校）

「伊勢志摩サミット国際理解講演会」
（津市立南が丘中学校）

紀北町で開催された「第10回子育て応援！わくわくフェスタ」
（平成27年11月14日、15日）

多くの来場者による協力で作成した
サミット開催までのカウントダウンボード
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2016大学生国際会議in三重　平成28年８月31日から９月３日まで

サミットの開催成果を確かな資産として「明日へつなぐ」ため、県外大学生や留学生53人が三重に集い、県内

高等教育機関の学生や留学生23人と共に、サミットに関係するグローバルなテーマ等について討議を行う大学生

版のサミットを開催した。

■ 参加者記念撮影 ■

会場の神宮会館で記念撮影

伊勢神宮内宮訪問 伊勢神宮神田の視察

■ 討議に資する視察等 ■
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■ 討　議 ■

相賀浦区住民と大漁旗作成（南伊勢町）

討議Ⅰ

干物づくり体験（南伊勢町）

総括討議

みかん摘果作業の視察（南伊勢町）

討議Ⅱ

横山展望台（志摩市）

学生からの提案に対する知事コメント
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④ 三重の発信
ホームページでの情報発信

（株）FIXERがホームページを構築・運営

英語版HP

日本語版HP
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ポスターによるPR

サミット開催への期待感と県民会議の基本方針である「おもてなし」「三重の発信」「明日へつなぐ」への県民

の皆さんの機運の醸成を図ることを目的に、伊勢志摩サミット三重県民会議公式ポスターを第１弾から第５弾ま

で制作した。

第１弾　サミット開催の告知
　　　   （平成27年７月〜）

第２弾　県民会議シンボルマークの決定
　　　   （平成27年10月〜）

第１弾　サミット開催の告知（英語版）
　　　   （平成27年７月〜）

第３弾　サミット開催に向けてのおもてなしの心
　　　   （平成27年12月〜）
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第３弾ポスター　最優秀賞　家田幸奈さん 第３弾ポスター表彰式

第４弾ポスター　最優秀賞　積木孝典さん 第４弾ポスター表彰式

第４弾　三重から世界へ（三重の魅力の発信）
　　　   （平成28年３月〜）

第５弾　明日へつなぐ
　　　    （サミット終了後）

■ デザインの公募 ■

第３弾及び第４弾のポスターは公募とし、選考委員会による審査・決定を経て制作した。


